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製品安全データシート 

 

ス チ レ ン （ス チ レ ン モ ノ マ ー） 

作成日 2003 年 4 月 1 日 

改定日 2009 年 8 月 10 日 

１．製品及び会社情報 

 製品名 ： スチレン（スチレンモノマー） 

 会社名 ： 日本オキシラン株式会社 

 住所 ： 〒104-0031 東京都中央区京橋 2-14-1 

 担当部門 ： ＳＭ営業部 

 担当者 ： 秋山 正芳 

 電話番号 ： 03－5159－1603（SM 営業部） 

 FAX 番号 ： 03－5159－1605 

 メールアドレス ： akiyama@oxirane.co.jp 

 緊急連絡先 ： 千葉工場： 0438－62－5863 

 整理番号 ： AM5110 

 推奨用途及び使用上

の制限 

： 推奨用途－ポリスチレン樹脂、合成ゴム、不飽和ポリエステル樹

脂、AS 樹脂、合成樹脂塗料等 

使用上の制限－なし 

 

２．危険有害性の要約 

 ＧＨＳ分類 

 物理化学的危険性 ： 引火性液体 区分３ 

   自然発火性液体 区分外 

 健康に対する有害性 ： 急性毒性（経口） 区分５ 

   急性毒性(経皮) 区分５ 

   急性毒性（吸入：蒸気） 区分４ 

   皮膚腐食性・刺激性 区分２ 

   眼に対する重篤な損傷・眼刺

激性 
区分２A 

   生殖細胞変異原性 区分外 
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   発がん性 区分外 

   生殖毒性 区分外 

   特定標的臓器毒性 区分１（中枢神経系） 

（単回ばく露） 区分 3（気道刺激性） 

   特定標的臓器毒性 区分１（呼吸器、神経系、血液系、

肝臓） （反復ばく露） 

   吸引性呼吸器有害性 区分１ 

 環境に対する有害性 ： 水生環境急性有害性 区分２ 

   水生環境慢性有害性 区分外 

   ※記載のないものは「分類対象外」または「分類できない」 

 

 ＧＨＳラベル要素 

 絵表示 ： 

   

 注意喚起語 ： 危険 

 危険有害性情報 ： ・引火性液体及び蒸気 

・飲み込むと有害のおそれ 

・皮膚に接触すると有害のおそれ 

・吸入すると有害 

・皮膚刺激 

・強い眼刺激 

・臓器（中枢神経系）の障害 

・呼吸器への刺激のおそれ 

・長期又は反復ばく露による臓器（呼吸器系、神経系、血液系、肝

臓） の障害 

・飲み込み、気道に侵入すると生命に危険のおそれ 

・水生生物に毒性 

 注意書き ： ・使用前に取扱説明書（又は安全使用手順書など）を入手するこ

と。 

・すべての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。 

・この製品を使用する時に、飲食又は喫煙をしないこと。 

・熱、火花、裸火、高温のもののような着火源から遠ざけること。 

・防爆型の電気機器、換気装置、照明機器を使用すること。静電気
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放電や火花による引火を防止すること。 

・個人用保護具や換気装置を使用し、ばく露を避けること。 

・保護手袋、保護眼鏡、保護面を着用すること。 

・屋外又は換気の良い区域でのみ使用すること。 

・ガス、ミスト、蒸気、スプレーを吸入しないこと。 

・取扱い後は手をよく洗うこと。 

・環境への放出を避けること。 

・火災の場合には適切な消火方法をとること。 

・吸入した場合： 空気の新鮮な場所に移動し、呼吸しやすい姿勢

で休息させること。 

・眼に入った場合： 水で数分間、注意深く洗うこと。コンタクトレン

ズを容易に外せる場合には外して洗うこと。 

・皮膚に付着した場合：多量の水と石鹸で洗うこと。 

・飲み込んだ場合： 無理に吐かせないこと。 

・眼の刺激が持続する場合は、医師の診断、手当てを受けること。

・気分が悪い時は、医師の診断、手当てを受けること。 

・皮膚刺激があれば、医師の診断、手当てを受けること。 

・容器を密閉して涼しく換気の良いところで施錠して保管すること。

・内容物や容器を廃棄する場合は、都道府県知事の許可を受けた

専門の廃棄物処理業者に廃棄処理を委託すること。  

 

３．組成、成分情報 

 化学物質・混合物の

区別 

： 
化学物質  

 化学名又は一般名 ： スチレン（Styrene） 

 別名 ： フェニルエチレン（Phenylethylene） 

エテニルベンゼン（Ethenylbenzene） 

スチロール（Styrole） 

 化学特性－化学式 ： C8H8

 

 化学特性－構造式 ： 

 ＣＡＳ番号 ： 100-42-5 

 官報公示整理番号 ： (3)-4 
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（化審法・安衛法） 

 分類に寄与する不純

物及び安定化添加物

： 
なし 

 濃度又は濃度範囲 ： 99.7％以上(安定剤入り) 

 

４．応急措置 

 全般  ・応急措置に際し、火気に注意する。－火気厳禁、禁煙。 

 吸入した場合 ： ・被災者を新鮮な空気のある場所に移動し、呼吸しやすい姿勢で休

息させる。 

・呼吸が止まっている場合は、衣類をゆるめ気道を確保した上で人

工呼吸を行う。 

・呼吸していて嘔吐がある場合は頭を横向きにする。 

・呼吸が弱い場合は酸素吸入を行う。 

・体を毛布などでおおい、保温して安静を保つ。 

・速やかに医師の診断、手当を受ける。  

 皮膚に付着した場合 ： ・ただちに、汚染された衣類を脱ぎ、皮膚を速やかに洗浄する。 

・多量の水と石鹸で洗う。 

・汚染された衣類を再使用する前に洗濯する。 

・皮膚刺激があれば、医師の診断、手当を受ける。 

 目に入った場合 ： ・水で数分間、注意深く洗う。次に、コンタクトレンズを着用していて

容易に外せる場合は外す。その後も洗浄を続ける。 

・眼の刺激が持続する場合は、医師の診断、手当てを受ける。  

 飲み込んだ場合 ： ・清浄な水で口をすすぐ。 

・無理に吐かせない。 

・被災者に意識のない場合は、口から何も与えない。  

・速やかに医師の診断、手当てを受ける。 

 最も重要な兆候及び

症状 

： ・眼・皮膚の発赤、めまい、頭痛、吐き気、脱力感、意識低下、喘

息、肺水腫の症状を起す。 

・喘息、肺水腫の症状は遅くなって現われる場合が多く、安静に保

たないと悪化する。 

 応急措置をする者の

保護 

： ・皮膚、眼のばく露を防ぐためゴム手袋、密閉ゴーグルなどの保護

具を着用する。 

・蒸気･ミストの吸入を防ぐため呼吸用保護具を着用する。 

 医師に対する特別注

意事項 

： ・呼吸器への影響は遅れて発現するおそれがあるので、被災者を

安静に保ち、医学的な経過観察が不可欠である。 
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５．火災時の措置 

 消火剤 ： ・小火災：二酸化炭素、粉末消火剤、散水、耐アルコール性泡消火

剤 

・大火災：散水、霧状水、耐アルコール性泡消火剤 

 使ってはならない消火

剤 

： ・棒状注水 

 火災時の特有の危険

有害性 

： ・加熱により容器が爆発するおそれがある。 

・火災によって刺激性、毒性、又は腐食性のガスを発生するおそれ

がある。 

 特有の消火方法 ： ・散水によって逆に火災が広がるおそれがある場合には、上記に

示す消火剤のうち、散水以外の適切な消火剤を使用する。 

・引火点が極めて低いため、散水以外の消火剤では消火できない

大火災の場合には散水する。 

・危険でなければ火災区域から容器を移動する。 

・移動不可能な場合、容器及び周囲に散水して冷却する。 

・消火後も、大量の水を用いて十分に容器を冷却する。 

 消火を行う者の保護 ： ・消火作業の際は、空気呼吸器、化学用保護衣を着用する。 

 

６．漏出時の措置 

 人体に対する注意事

項、保護具及び緊急

時措置 

： ・屋内の場合、処理が終わるまで十分に換気を行う。 

・漏出した場所の周辺に、ロープを張るなどして関係者以外の立入

りを禁止する。 

・処理作業の際には保護具（ゴム手袋、保護眼鏡、保護衣、呼吸用

保護具等）を着用し、飛沫が皮膚に付着したり、ガス･蒸気を吸入し

ないようにする。 

・悪臭等の刺激性が強いので、周辺の住民に漏洩の生じたことを

通報する等の適切な措置を行う。 

・蒸気の吸入を避けるため風下の人を退避させ、風上から作業す

る。 

・密閉された場所に入るときは換気を行う。 

・多量の場合、人を安全に退避させる。 

・着火した場合に備えて、消火用機材を準備する。 

 環境に対する注意事

項 

： ・環境に影響を及ぼさないように、河川、排水溝、下水道等に直接

排出させない。 
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 封じ込め及び浄化の

方法・機材 

： ・少量の場合、乾燥土、砂や不燃材料で吸収し、あるいは覆って密

閉できる空容器に回収する。後で廃棄処理する。 

・大量の場合、盛土で囲って流出を防止し、安全な場所に導いてか

ら回収する。 

・水上に流出した場合、吸収材を使用して回収する。 

   ・危険でなければ漏れを止める。 

・漏出物を取扱うとき用いる全ての設備は接地する。 

・蒸気抑制泡は蒸発濃度を低下させるために用いる。 

 二次災害の防止策 ： ・付近の着火源となるものを速やかに除くとともに消火剤を準備す

る。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

 取扱い 

 技術的対策 ： ・『８．ばく露防止及び保護措置』に記載の設備対策を行い、保護具

を着用する。 

 局所排気・全体換気 ： ・『８．ばく露防止及び保護措置』に記載の局所排気、全体換気を行

う。 

 安全取扱い注意事項 ： ・使用前に取扱説明書（又は安全使用手順書など）を入手する。 

・すべての安全注意を読み理解するまで取扱わない。 

・周辺での高温物、スパーク、火気の使用を禁止する。 

・容器を転倒させ、落下させ、衝撃を加え、又は引きずるなどの取

扱いをしてはならない。 

・接触、吸入又は飲み込まない。 

・眼に入れない。 

・ミスト、蒸気、スプレーを吸入しない。 

・取扱い後は手をよく洗う。 

・屋外又は換気の良い区域でのみ使用する。 

・この製品を使用する時に、飲食又は喫煙をしない。 

 接触回避 ： ・『１０．安定性及び反応性』を参照。 

 保管 

 技術的対策 ： ・保管場所は壁、柱、床を耐火構造とし、かつ、はりを不燃材料で

作る。 

・保管場所は屋根を不燃材料で作るとともに、金属板その他の軽

量な不燃材料でふき、かつ天井を設けない。 

・保管場所の床は、床面に水が浸入し、又は浸透しない構造とす
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る。 

・保管場所の床は、危険物が浸透しない構造とするとともに、適当

な傾斜をつけ、かつ、適当なためますを設ける。 

・保管場所には危険物を貯蔵し、又は取り扱うために必要な採光、

照明及び換気の設備を設ける。 

 保管条件 ： ・熱、火花、裸火のような着火源から離して保管する。－禁煙。 

・酸化剤から離して保管する。 

・容器は直射日光や火気を避ける。 

・容器を密閉して換気の良い冷所で保管する。 

・施錠して保管する。 

 混触危険物質 ： ・『１０．安定性及び反応性』を参照。 

 容器包装材料 ： ・消防法及び危険物輸送に関する国連勧告で規定されている容器

を使用する。 

 

８．ばく露防止及び保護措置 

 管理濃度15) ： 20 ppm 

 許容濃度（ばく露限界

値、生物学的ばく露指

標） 

：   

 日本産衛学会

（2008 年）11)

： 20 ppm（85 mg/m3 ） 経皮吸収； 発がん性－第２群Ｂ 

 ACGIH（2009 年）9) ： TLV-TWA 20 ppm 

TLV-STEL 40 ppm 

Carcinogenicity : A4 

BEI 尿中マンデル酸＋フェニルグリオキシル酸濃度：  

400 mg/g クレアチニン （シフト終了時） 

   静脈血中スチレン濃度： 0.2 mg/L （シフト終了時） 

 設備対策 ： ・指定された防爆の電気・換気・照明機器を使用する。 

・静電気放電に対する予防措置を講ずる。 

・高温で取り扱う工程でミストや高濃度の蒸気が発生するおそれが

ある場合は、密閉された装置、機器を使用して工程を密閉化する。

・作業場には、局所排気、全体換気、その他の設備対策を施し、作

業場の気中濃度を管理濃度以下に維持するとともに、作業者の呼

吸雰囲気中のスチレンモノマー濃度を許容濃度勧告値以下に保

つ。 
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・この物質を貯蔵ないし取扱う作業場には洗眼器と安全シャワーを

設置する。 

 保護具 

 呼吸器の保護具 ： ・呼吸器保護具（有機ガス用防毒マスク、エアラインマスク等）を着

用する。 

 手の保護具 ： ・保護手袋を着用する。 

 眼の保護具 ： ・保護眼鏡（普通眼鏡型、側板付き普通眼鏡型、ゴーグル型）を着

用する。 

 皮膚及び身体の保

護具 

： ・適当な保護衣及び長靴を着用する。 

 衛生対策 ： ・取扱い後は手をよく洗う。 

 

９．物理的及び化学的性質 

 物理的状態、形状、色

など 

： 無色～黄色の液体 3)

 臭い（臭いの閾値） ： 特有の強い臭い（閾値： 0.15 ppm）１３）

 pH ： データなし 

 融点・凝固点 ： -30.6℃（融点） 1)

 沸点、初留点及び沸

騰範囲 

： 145℃（沸点） 1)

 引火点 ： 31℃（密閉式） 1)

 自然発火温度（発火

点） 

： 490℃ 1)

 燃焼又は爆発範囲 ： 下限 0.9vol％、上限 6.8vol％ 1)

 蒸気圧 ： 0.7kPa(20℃) 1)

 蒸気密度（空気＝1） ： 3.59 （計算値） 

 蒸発速度（酢酸ブチル

＝１） 

 データなし 

 比重（密度） ： 0.906(20℃) 6)

 溶解性 ： 0.03g/100ml (25℃) 1)

 オクタノール／水分配

係数 

： log Pow = 2.95（測定値） 2)
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 分解温度 ： データなし 

 粘度 ： 0.696mPa・s(25℃)(粘性率) 6)

 

１０．安定性及び反応性 

 安定性 ： ・特定の状況下で過酸化物を生成し、爆発的に重合を開始すること

がある。 

 危険有害反応可能性 ： ・クロルスルホン酸、硫酸等の強酸化剤と激しく反応し、火災、爆発

の危険をもたらす。 

・低濃度のハロゲンと紫外線下で反応し、催涙性作用を持つ物質

になる。 

 避けるべき条件 ： ・日光や空気(酸素)、加熱、過酸化物の存在により、重合しやすくな

る。 

・光の存在下で加熱すると重合することがあり、引火又は爆発の危

険を伴う。 

・空気との爆発性混合ガスを形成する。 

・静電気の放電で発火する。 

 混触危険物質 ： ・銅、銅の合金、ある種のプラスチック等を侵す。 

 危険有害な分解生成

物 

： ・加熱分解により一酸化炭素、二酸化炭素を生じる。 

 

１１．有害性情報 

 急性毒性 ：  

 経口 ： ・ラット  LD50   5000mg/kg 7)

 経皮 ： ・ラット  LD50   ＞2000mg/kg 12)

 吸入（蒸気） ： ・ラット  LC50  11.7～11.9 mg/L (4 時間値) 7)   

 吸入（ミスト） ： ・情報なし 

 皮膚腐食性・刺激性 ： ・ウサギの皮膚に対して中等度の刺激性あり 7)

 眼に対する重篤な損

傷・眼刺激性 

： ・ヒト疫学調査及び事例で眼刺激性が認められている他、ウサギを

用いた眼刺激性試験で中等度の刺激性（7 日間持続）がみられた。
7)

 呼吸器感作性 ： ・情報なし 

 皮膚感作性 ： ・情報なし 

 生殖細胞変異原性 ： ・in vitroでのAmes試験、哺乳類体細胞を用いた染色体異常試
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験などでは代謝活性化系共存下で陽性であり、弱い遺伝毒性

が示唆された。しかしながら、in vivoでのラット、マウス、ハムス

ターを用いた単回および反復での吸入暴露、経口投与および

腹腔内投与による小核試験および染色体異常試験では、動物

に強い毒性を発現する高用量においても、骨髄、末梢血リンパ

球、脾細胞および全血のいずれの細胞にも変異原性は認めら

れなかった。最近になって、OECD試験ガイドラインによるマウ

ス骨髄細胞での小核試験で明確な陰性の結果が公表されたこ

とから、in vivoではスチレンには変異原性／染色体異常誘発性

はないと判断されている。13)

 発がん性 ： ・ラット・マウスでの経口または腹腔内投与およびラットでの吸入

暴露または皮下投与試験では、一部の試験に発がんの証拠が

ある。10、１３）

・IARC(2002)10)ではｸﾞﾙｰﾌﾟ 2Bに分類されているが、最新のEUリス

クアセスメント評価書（2007）13)では、発がん性の証拠は明確で無

いと判断している。 

 生殖毒性 ： ・ラットを用いた３世代繁殖試験（経口投与）では、第２・３世代の出

生仔に一過性の生存率の低下、マウス・ハムスターでの催奇形性

試験（吸入暴露）で胚／胎児死亡率の上昇が認められたが、ラット・

ウサギでの催奇形性試験（経口投与、吸入暴露）では影響は認め

られず、本物質には生殖毒性および発生毒性はないと判断された。
14)

 特定標的臓器毒性

（単回ばく露） 

： ・ヒトについて、眼、鼻に対する刺激性、中枢神経系に対する影響

がみられる。 4), 5)  

 特定標的臓器毒性

（反復ばく露） 

： ・ヒトについて、スチレンは、眼、皮膚、鼻、咽喉に刺激性を示し、呼

吸器への影響として閉塞性肺障害、慢性気管支炎等を引き起こ

す。 7) 

・ヒトについて、めまい、頭痛、疲労感、錯乱、不眠などの中枢神経

系への作用、反応時間、言語性記憶の低下などの精神神経機能へ

の影響、視覚・聴覚への影響、リンパ球数増加、血小板数の減少な

どの血液系への影響、酵素活性上昇などの肝臓への影響もみられ

ている。 7) 

・実験動物では、呼吸器粘膜傷害、末梢神経伝達速度の低値、肝

細胞壊死等の影響がある。 7)

 吸引性呼吸器有害性 ： ・炭化水素であり、動粘性率は 0.772mm2/s (25℃) (CERI 計算値)で

あることから、吸引性呼吸器有害性があると判断される。 
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１２．環境影響情報 

 生態毒性  魚類  

： 

 

・ファットヘッドミノー  LC50  4.02mg/L/96H 7)

 その他 ： ・情報なし 

 残留性／分解性 ： ・BODによる分解度：106％ 8) 急速分解性あり。 

 生体蓄積性 ： log Pow=2.957)  生物蓄積性が低いと推定される。 

 土壌中の移動性 ： 情報なし 

 

１３．廃棄上の注意 

 残余廃棄物 ： ・廃棄においては、関連法規ならびに地方自治体の基準に従う。 

・都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、もしくは

地方公共団体がその処理を行っている場合にはそこに廃棄処理を

委託する。 

・廃棄物の処理を委託する場合、処理業者等に危険性、有害性を

充分に告知する。 

 汚染容器及び包装 ： ・容器は清浄にしてリサイクルするか、関連法規ならびに地方自治

体の基準に従って適切な処分を行う。 

・空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去する。 

・スプレー缶を廃棄する場合は、自治体により廃棄方法が異なるの

で該当する自治体の規定に従う。 

 

１４．輸送上の注意 

 国際規制   

 国連分類 ： ３ 引火性液体 IMO の規定に従う。 

 国連番号. ： 2055 

 品名 ： スチレン（安定剤入りのもの） 

 容器等級 ： III 

 海洋汚染物質 ： 非該当 

 国内規制   

 陸上規制情報 ： 消防法の規定に従う。 

 海上規制情報 ： 船舶安全法の規定に従う。 
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 航空規制情報 ： 航空法の規定に従う。 

 輸送の特定の安全対

策及び条件 

： ・危険物は当該危険物が転落し、又は危険物を収納した運搬容器

が落下し、転倒もしくは破損しないように積載する。 

・危険物又は危険物を収納した容器が著しく摩擦又は動揺を起こさ

ないように運搬する。 

・危険物の運搬中、危険物が著しく漏れる等災害が発生するおそ

れがある場合には、災害を防止するための応急措置を講ずると共

に、もよりの消防機関その他の関係機関に通報する。 

・移送時にイエローカードの保持が必要である。 

・食品や飼料と一緒に輸送してはならない。 

 応急措置指針番号 ： １２８Ｐ 

 

１５．適用法令 

 労働安全衛生法 ： 危険物・引火性の物（施行令別表第１第４号） 

 労働安全衛生法 ： 名称等を表示すべき危険物及び有害物（施行令第１８条） 

 労働安全衛生法 ： 名称等を通知すべき危険物及び有害物（法第５７条の２、施行令第

１８条の２別表第９）（政令番号 第３２３号） 

 労働安全衛生法 ： 第２種有機溶剤等（施行令別表第６の２・有機溶剤中毒予防規則

第１条第１項第４号） 

 消防法 ： 第４類引火性液体、第二石油類非水溶性液体（法第２条第７項危

険物別表第１） 

 化学物質排出把握管

理促進法（ＰＲＴＲ法）

： 第１種指定化学物質（法第２条第２項、施行令第１条別表第１）（政

令番号 第 177 号－平成 21 年 9 月 30 日まで。 第 240 号－平成

２１年１０月１日以降） 

 船舶安全法 ： 引火性液体類（危規則第２，３条危険物告示別表第１） 

 航空法 ： 引火性液体（施行規則第１９４条危険物告示別表第１） 

 悪臭防止法 ： 特定悪臭物質 （施行令第１条） 

 大気汚染防止法 ： 有害大気汚染物質（法第２条第１３項、環境庁通知） 

揮発性有機化合物（法第２条第４項、環境省から都道府県への通

達） 

 労働基準法 ： 疾病化学物質（法第７５条第２項、施行規則第３５条別表第１の２

第４号） 

 

１６．その他の情報 



スチレンモノマー 2009 年 8 月 10 日改定
 

整理番号：ＡＭ５１１０ 13／13 日本オキシラン株式会社

 

参考文献  

 1) WHO/IPCS：「ICSC カード（International Chemical Safety Cards）」 (1999) 

2) SRC: Syracuse Research Corporation Data Base (2005) 

3) The Merck Index 13th Ed (2001) 

4) CERI ハザードデータ集 (94-96 (1998)) 

5) WHO/IPCS：「環境保健クライテリア（EHC）」26(1983) 

6) HSDB :Hazardous Substances Data Bank. (2006) 

7) CERI・NITE 有害性評価書 No.52 (2007) 

8) NITE 既存化学物質安全性点検データ 

9) 米国産業衛生専門家会議(ACGIH) "TLVs and BELs 2009''  

10) IARC Monographs on the Evaluation of Carcinogenic Risk to Humans vol.71 

(1999) 

11) 日本産業衛生学会；「許容濃度等の勧告(2008 年度)」，50,157-182(2008) 

12) 日本スチレン工業会 試験報告書「SM のラットにおける急性経皮投与毒性

試験」(2005) 

13) ＥＵリスクアセスメントレポートドラフト(2007) 

14) 米国国家毒性プログラム（NTP）、CERHR（2005） 

15) 中央労働災害防止協会安全衛生情報センター；作業環境評価基準(2009) 

16） JIS Z 7250 :2005 化学物質等安全シート（MSDS）―第 1 部：内容及び項目

の順序 

17)(社)日本化学工業協会 「GHS 対応ガイドライン第二部 製品安全データシ

ートの作成指針（改訂 2 版）」 （2008） 
 

 

http://www.jaish.gr.jp/anzen/gmsds/ref_gmsds.html

